
291

10
月
20
日
E

ポ
ス
タ
ー

ポスター

当院の薬学実務実習と学生アンケート
松山赤十字病院　薬剤部
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平成22年度より、薬学6年生に伴う長期実務実習が始まった。当
院においても、3期計14名の学生を受け入れた。今回、当院で行
った実習で取り入れた点について発表する。取り入れたのは、以
下の点である。1、糖尿病教育入院患者を担当する（薬、疾患の
背景に患者の生活があることを学ぶため、入院から退院まで責任
を持って接するため）。2、リウマチ科外来診察の見学（医師の診
察を知り、リウマチ患者の訴えや動作を知るため）。3、救急日処
置室見学（救急の実態、問題を感じるため・希望者）。4、赤十字
講習参加（赤十字事業について理解するため・希望者）。5、時間
外業務見学（病院業務を深く知るため・希望者）。6、看護学校薬
理学講義見学（看護学生への薬学教育のレベルの高さを感じ、モ
チベーションを上げるため・1期）。7、担当病棟の入れ替え（な
るべく多くの疾患、患者に触れるため）。実習の評価を行うため、
2期、3期の実習生に対し、実習終了直前に実習内容に関するア
ンケートを行った。計数調剤、注射薬混合、薬剤管理指導など9
項目に対し、実習する機会が十分にあったかを4段階評価（4・
十分あった　3・ある程度あった　2・あまりなかった　1・ほと
んどなかった）させたところ、2期の実習生は9項目の平均が2．
4であった。この結果を踏まえ、3期の実習において時間配分を
見直したところ、平均3．5と改善した。講義の内容、薬剤師に
よる指導、助手による指導の3点について満足度を4段階評価さ
せたところ、3項目平均で2期は3．2、3期は3．6であった。ま
た、実習全般の満足度を聞いたところ、2期81％、3期84％と、
高率であった。今後も学生のニーズを聞いて改善を重ね、次世代
の薬剤師を養成できる実習にしていきたい。

病院におけるお薬手帳の利用状況の調査
釧路赤十字病院　薬剤部
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【目的】薬の情報提供手段である「お薬手帳」（以下手帳）の利用状況を
把握し、病院での適切な運用がなされているかを調査することを目的と
する。
【方法】対象：釧路市内9病院の入院患者
調査（1）期間：平成23年1月4日から1月31日までの19日間　
方法：入院初回面談時に担当薬剤師が調査票に記載
内容：性別、持参した情報、手帳に記載された有効な情報 、確認した情
報からのプレアボイド、手帳を持参しなかった方への質問
調査（2）期間：平成23年1月から3月までの3か月間
方法：9病院の担当薬剤師が各月ごと集計
内容：退院患者数、退院時指導算定件数
【結果】（1）調査期間に確認した患者は829件であった。持参した情報は
手帳406件、薬情197件の順で手帳持参率は44％であり、持参情報なし
が249件の27％であった。手帳に記載された有効な情報は52件あり、副
作用24件、アレルギー18件の順であった。確認した情報からのプレア
ボイドは40件あり、実薬と情報の不一致25件、用法用量の是正5件の順
であった。質問の手帳を持っていますかでは、手帳を持参しなかった患
者426件中356件が持っている、知っているが持参せず。なぜ持参しま
せんでしたかでは、356件中必要性を感じない161件、忘れただけ121件
という理由が多かった。
（2）3か月間の退院患者数8506件に対し、退院時指導算定件数1209件で
あった。
【考察】病院薬局では、入院時は手帳の確認だけであり、退院時情報提
供時のみ患者に手帳を配布、指導している。しかし病棟業務専任の薬剤
師は少なく、患者の退院時指導に関わることが少ないのが現状である。
また病院薬局間でのお薬手帳に対する業務・意識の相違も示唆される。
今後は入院決定時に手帳の持参を促し、入院中から手帳を持っていない
患者に、必要性を啓発するといった内容を、地域全体として取り組む必
要があると考える。

当センター乳癌検診部門における過去5年間の成績と
今後の課題
日本赤十字社和歌山医療センター　乳腺外科部1）、
日本赤十字社和歌山医療センター　外科部2）
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【目的】1994年以降、乳癌は日本人女性の癌罹患率で1位となり、
年間4万人以上の女性が罹患している。欧米では1990年代以降死
亡率が低下しているにも関わらず、本邦では上昇傾向にある。今
後、早期発見による生存率の上昇と治療に伴う経済的・社会的損
失の軽減のため、乳癌検診の受診率と精度の上昇が急務となって
いる。今回、当センター乳癌検診部門における過去5年間の成績
について調査したので報告する。
【対象と方法】平成17年12月から平成23年3月までに当センター
で乳癌検診を受けた16,759人を対象とした。方法は要精検率、乳
癌発見率などを調査し、これらを新たに検診ならびに精検機関の
精度管理を行った平成21年4月前後で比較した。
【結果】乳癌検診を受けた16,759人のうち、要精検率15.2%
（2,552/16,759人）、そのうち精検受診率は79.1%（2,019/2,552人）、
乳癌発見率0.17%（28/16,759人）であった。新たに精度管理を行
った平成21年4月前後で比較すると、前半期では要精検率15.4%
（1,569/10,183人）、乳癌発見率0.12%（12/10,183人）であるのに
対し、後半期では要精検率14.9%（983/6,576人）、乳癌発見率
0.24%（16/6,576人）であった。
【結語】新たに導入した精度管理により乳癌発見率が上昇した。
しかしながら、精検受診率が低く、追跡が十分にされていない症
例もあるため、今後追跡方法を検討し、精度管理をより充実させ
る必要があると思われた。

高頻度に便秘を発現した外来化学療法プロトコルの
調査および検討
旭川赤十字病院　薬剤部1）、看護部2）、血液・腫瘍内科3）、
副院長4）
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【目的】抗がん治療では、タキサン系や5- HT3拮抗剤などは便秘
を誘発することが報告されているが、添付文書上の発現割合は少
なく、タキサン系においては下痢の発現割合の方が多く記載され
ている。今回、外来化学療法室において多数の患者に便秘の訴え
のあったプロトコルをretrospective に調査し検討を行った。
【方法】対象は平成22年4月から平成23年3月までに外来化学療
法室で施行した3プロトコル（GEM療法, Tri- weekly Doc療法,
DP療法）とし、対象患者の背景、便秘発現状況などの調査を行
った。
【結果・考察】対象患者35名中、28名（80%）に便秘の発現が認
められた。グラニセトロン投与プロトコルは、GEM療法, Tri-
weekly Doc療法でTri- weekly Doc療法はFEC followed by Docで
ありFEC療法時はパロノセトロンが投与され、便秘の発現は10
名中、5名（50%）であったがTri- weekly Doc療法開始後は、8名
（80%）に認められた。DP療法は、グラニセトロンを使用しない
プロトコルにも関わらず便秘の発現は4名すべて（100%）であっ
た。添付文書では発現割合が低くても臨床の場においては変化す
ることがある。併用薬など予測因子を考慮し、抗がん治療開始前
には患者説明において適切なアドバイスをすると共に副作用に対
する予防策の検討をすることが重要であると考える。
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